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研究成果の概要（和文）：インターネットを介したコミュニケーションツールにたいして，利用者がどのようなプライ
バシー意識・リスク意識を持っているのか，また，その意識の違いにより，インターネット上でのコミュニケーション
のあり方に違いが見られるかを検討した。
プライバシー・リスク意識の違いによるユーザの分類が可能で，その違いによって情報嗜好性にも違いが見られた。ユ
ーザのSNS・インターネットに対するとらえ方の違いを反映している可能性が考えられ，プライバシー・リスク意識が
ユーザの分類に有用な尺度となる可能性を示唆する。

研究成果の概要（英文）：The aim of the research is to explore the users’ privacy risk awareness on 
Internet mediated communication tools, such as SNS, and the difference of usage of those tools based on 
their privacy risk awareness.
It was able to classify SNS users by privacy risk awareness, and there was a difference of information 
preference between low, middle, high privacy risk aware group. It was suggested that the difference was 
caused by the difference of the users’ different attitude of SNS (and the internet), and also suggest 
that privacy risk awareness may be a sufficient indicator for user categorization.

研究分野：心理学
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１．研究開始当初の背景 
 インターネットを介したコミュニケーシ
ョンツール，たとえば Twitterや Facebookを
はじめとするソーシャルネットワーキング
サービス（以下 SNS）で交わされるコミュニ
ケーションは世代を問わず普及している。
SNS の登場と普及はこれまでになかった形
式でのコミュニケーションを可能とした。と
同時に，時として社会的な問題を生じてきた。
反社会的な発言や行為の暴露の投稿などが
それにあたる。インターネットや SNS 上で
「炎上」と呼ばれるこのような問題発言や行
為は頻繁に繰り返され，時として企業や組織
の信用低下にもつながっている。 
 利用者がこのような発言・行為を SNSやイ
ンターネット上に投稿してしまう背景には
様々な理由が考えられる。 
 その中の一つとして，SNS（あるいはイン
ターネット一般）に対するユーザの認識が，
SNS の実際の機能と整合していないことが
考えられる。特に，SNS，インターネットを
介して他者に見られる可能性についての認
識が不足していると考えられる。 
 このような状況に対し，本研究では SNS，
インターネット利用者自身が SNS やインタ
ーネットの利用にたいしてどの程度リスク
意識を持っているのかについて着目した。特
に，SNS，インターネットを介してのプライ
バシー流出に対するリスク意識に注目する。
この結果に基づき，SNSやインターネットの
利用形態に違いが見られるかを検証するこ
ととした。 
  
２．研究の目的 
 上記の背景に基づき，本研究は SNSに対し
て，ユーザがどのようなプライバシー意識・
リスク意識を持っているのかを調べ，また，
ユーザ個々が SNS に対して認識しているプ
ライバシー・リスク意識の違いによって，SNS
上でのコミュニケーションや SNS の利用の
仕方に違いが見られるかを検討することを
目的とした。 
 検討内容としては，ユーザのプライバシ
ー・リスク意識の違いによるユーザの分類が
可能であるか，プライバシー・リスク意識の
違いによる SNS 利用の違いが見られるかと
いう点が挙げられる。 
 本研究では，SNSの利用の仕方を，SNS利
用者の情報嗜好性という観点から検証する
ことを目的とした。これは，SNSやインター
ネットに対する情報嗜好性が，その利用者の
SNS，インターネットに対する態度を反映し
うると考えるからである。 
 
３．研究の方法 
 主たる方法として WEB 上で実施するアン
ケートを採用した。性別・年齢層に関する回
答項目など一部を除き，いずれのアンケート
も 5段階評価による回答を要求した（五件法）。 
 

プライバシー・リスク意識の調査とユーザの
分類について： 
 佐藤・大幡（2013）によるインターネット
版プライバシー次元尺度を参考とした。本研
究では，比較的結果のばらつきが少なく，か
つ，結果の予想がしやすいという理由から佐
藤・大幡における「暗証情報」に関する質問
を除いた。これに置き換える形で，ネット・
SNS 上での行動あるいは行為に関する質問
項目を追加したアンケートを作成し，これを
利用した。これは，インターネット一般では
なく，SNSに焦点を絞るために，SNSの機能
に直接関わる質問項目の追加を意図したも
のである。 
 具体的には，ネット・SNS上での他者との
会話や交友関係についての質問，ネット上で
の行動（リツイートや，いいね！等）に関す
る質問，投稿内容に含まれる話者の感情に関
する質問などを追加した。なお，先行研究で
は「どちらともいえない」を除いた 4件法で
参加者に回答させていたが，本研究ではどち
らともいえないを含む 5件法とした。 
 
情報嗜好性について： 
 インターネット・SNS上に見られる情報提
供サービスを調査し，これらに対する嗜好性
（どの程度興味があるか）を質問した。上記
のプライバシー・リスク意識に関するアンケ
ートとあわせて，これらのうち，どのような
情報にどれだけ興味を持つかを質問した。 
 具体的には，ゲーム，コミック，ネットシ
ョッピング，ニュース，経済・ファイナンス
などと言った項目に対して，それぞれどの程
度興味があるかを 5件法で問うた。 
 
上記の質問内容に加え，回答者自身のフェイ
スシート項目，SNSの利用状況に関する質問
などをあわせたものを一つのアンケートと
した。SNSの利用状況に関しては，SNS上で
のつながりの数（Follower数，もしくは Friend
の数），ならびに，過去にプライバシーに関
わる問題を経験したか（自分，あるいは，友
人など）もあわせて問うた。回答数は 83 で
あった。 
 
４．研究成果 
 本研究で新たに追加した質問項目に関し
ては，以下のような傾向が見られた。 
 SNS上での会話については，これが他者に
見られることがプライバシーに関わると半
数以上の回答者が回答した。 
これにたいして，ネット上での行動（リツイ
ートやいいね！ボタンの押下など）に関して
は，半数弱がプライバシーに関わると回答し，
残りはプライバシーに関わらない，あるいは
どちらともいえないと回答した。また，追加
した他の項目もこれらと概ね同様の傾向と
なった。これらの結果から，本研究において
追加した質問項目が SNS 上でのプライバシ
ー意識をある程度反映しうるものであると



判断した。 
 本研究で使用した質問紙に対する回答の
結果から，質問項目の分類を行った結果，本
研究における質問項目の変更に伴う箇所を
除いて先行研究と概ね一致する結果となっ
た。ネット・SNS上での行動・行為に関する
質問が独立した因子として抽出された。結果
として，自伝的情報・属性情報・識別情報・
ネット行動情報の 4因子を抽出した。 
 上記の 4因子に対する各回答者の因子得点
を算出し，SNSの利用状況に基づいた回答者
の属性と，因子得点の関係を見たところ，以
下のことが分かった。 
 SNS上でのつながりの数（未回答，および，
SNS利用頻度が極端に低い回答者を除く）に
より，プライバシー・リスク意識に違いが見
られた。つながりの数が大きい群（500以上，
7 サンプル）と中程度の群[100～500， 16 サ
ンプル]の間（p<.05）， および，大きい群と
少数の群[100未満，53サンプル]）の間（p<.01）
では自伝的情報に対する因子得点に有意な
差が見られた（図 1）。つながりの数に基づく
分類に関して，他の因子においては有意な差
は見られなかった。つながりの数が多い群で
は自伝的情報にたいしてプライバシー・リス
クを強く感じていることが示唆されるが，こ
れは，自己の発する情報がより多くの人目に
触れる可能性を体感していることに影響さ
れている可能性が考えられる。その一方で，
SNS上でのつながりの数にかかわらず，ネッ
ト上での行動に対してはそれほど意識が成
されていない点は興味深い。 
 

図 1 SNS上でのつながりの数による，平均自伝的
情報因子得点。誤差線は標準誤差を示す。 
 
 回答者を，過去に自身や知り合いにおける
プライバシーに関わる問題を経験したこと
がある群[15 サンプル]と，そうでない群[61
サンプル]とに分けた場合，経験がある群では
ネット行動因子に対する因子得点が高く，そ
うでない群ではネット行動因子が低くなっ
た（p<.01，図 2）。本研究で想定した，ネッ

ト行動情報はプライバシー問題を経験した
ものにとっては意識されるが，未経験の場合
には意識しづらいものである可能性が示唆
された。 

図 2 SNS上プライバシー問題の経験の有無による，
平均ネット行動因子得点。誤差線は標準誤差を示
す。 
 
 情報嗜好性に関する質問の結果から，ネッ
ト上での情報種類に関して 5グループ（社会
情報・ライフスタイル情報・生活情報・自己
啓発情報・エンターテインメント情報）を分
類した。 
 SNSでのプライバシー・リスク意識に関す
る各因子に対し，因子得点に基づいて，回答
者をそれぞれのプライバシー・リスク意識が
低い群，中程度の群，高い群の 3群に分類し
た上で，それぞれの群が嗜好する情報を比較
した。 
 結果，プライバシー・リスク意識の高低に
依存して，インターネットでの情報嗜好性に
違いが見られた（表 1）。表 1では，示す数値
が高いほど，その項目における情報嗜好性が
高いことを示す。 
 総じて，プライバシー・リスク意識が高い
群は各種の情報にたいして嗜好性が高い傾
向が見られた。これは，プライバシー・リス
ク意識が高い群は，情報を取得する媒体とし
てインターネットや SNS を捉えている場合
が多いことに起因する可能性が考えられる。 
 一方，プライバシー・リスク意識が低い群
ではその逆となっており，コミュニケーショ
ン媒体としてインターネット・SNSを捉えが
ちである可能性が考えられる。しかし，その
直接的な関係性を見いだすに至っていない
ため，この点については今後より深く検討す
る必要がある。 
 上記の傾向と同時に，どの因子にたいして
プライバシー・リスク意識を強く持つかに依
存して，嗜好する情報やその嗜好性に顕著な
違いが見られる場合もあった。 
 属性情報に対するプライバシー・リスク意
識と情報嗜好性の関係は，先に述べた一般的



傾向と異なり，プライバシー・リスク意識が
低い群ほどライフスタイル情報は自己啓発
情報に対する嗜好性が高くなった。 
 情報提供の観点から言えば，プライバシ
ー・リスク意識の違いに基づいた新たなユー
ザセグメント（顧客の分類）の可能性が考え
られる。 
 
表 1  
プライバシー意識の違いによる情報嗜好性
の変動 
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プライバシー・
リスク意識

社会
ライフスタ
イル

生活 自己啓発 エンタメ

低 3.10 2.78 2.89 2.42 2.46

中 3.10 3.38 3.56 3.09 2.85

高 3.23 3.77 3.94 3.29 2.51

低 3.29 3.58 3.28 3.21 2.46

中 3.11 3.36 3.58 3.02 2.77

高 2.98 3.06 3.45 2.81 2.87

低 3.37 3.03 3.42 2.98 2.49

中 3.02 3.41 3.58 3.02 2.90

高 3.31 3.18 3.35 3.04 2.26

低 3.12 2.87 3.31 2.75 2.64

中 3.14 3.46 3.51 3.05 2.63

高 3.06 3.26 3.72 3.13 3.31

自伝的

属性

ネット行動
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